
2017年（平成29年）8月10日（木）　地方行政　第3種郵便物認可 2

地
域
活
性
化
な
ど「
政
策
を
考
え
る
三
つ
の
大
前
提
」

　

広
島
県
自
治
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
で
、
広
島
県
内
の
自

治
体
職
員
22
人
（
県
職
員
6
人
、
市
町
職
員
16
人
）
を
対

象
に
実
施
し
た
研
修
の
考
察
、
第
2
回
で
あ
る
。

　

研
修
内
容
は
受
講
生
が
「
政
策
を
考
え
る
三
つ
の
大
前

提
（
表
1
）」
を
踏
ま
え
、
自
分
の
地
域
を
活
性
化
す
る

政
策
を
考
え
る
課
題
を
発
表
し
、
講
師
の
私
が
評
価
す
る

も
の
で
あ
る
。
評
価
基
準
は
当
然
に
、
研
修
日
2
週
間
前

に
示
し
た
大
前
提
（
表
1
）
の
達
成
度
に
基
づ
く
。

　

表
1
の
主
旨
は
「
役
所
の
現
状
（
下
線
部
）
と
正
反

対
」
な
の
で
、
役
所
の
慣
例
で
発
表
し
た
18
人
は
「
市
民

感
覚
な
リ
ア
リ
テ
ィ
が
欠
如
し
た
」
つ
ま
ら
な
い
机
上
の

空
論
に
終
始
し
た
が
、
4
人
は
素
晴
ら
し
い
と
い
う
総
評

を
前
回
に
述
べ
た
。
今
回
は
4
人
（
大
竹
市
S
氏
、
江
田

島
市
K
氏
、
海
田
町
Y
氏
、
東
広
島
市
N
氏
）
の
何
が
素

晴
ら
し
い
か
を
具
体
的
に
考
察
す
る
（
江
田
島
市
は
前
回

に
考
察
済
み
）。

　

考
察
の
切
り
口
は
4
人
に
、
呉
市
E
氏
と
三
原
市
M
氏

を
加
え
た
「
広
島
市
周
辺
6
都
市
（
以
下
、
広
島
都
市

圏
）」
と
す
る
。
理
由
は
二

つ
あ
る
。
ま
ず
、
4
人
が
奇

遇
な
こ
と
に
、
広
島
都
市
圏

で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
6

人
が
発
表
し
た
政
策
は
、
読

者
の
関
心
が
高
い
「
人
口
増

加
政
策
、
交
流
人
口
増
加
政

策
（
観
光
振
興
策
）」
で
あ
る
。

　

表
2
、
3
を
見
れ
ば
、
ど

の
都
市
（
の
自
治
体
職
員
）

が
、
ど
の
政
策
を
選
ん
だ
か

簡
単
に
分
か
る
。

　

表
4
を
見
る
と
「
そ
の
観

光
振
興
策
は
発
想
が
間
違
っ

て
い
る
」
と
簡
単
に
分
か
る
。

東
京
一
極
集
中
の
ウ
ソ
～
東
京
よ
り
人
口
が
増
え
る
都
市

　

拙
著
は
「
札
仙
広
福
（
札
幌
、
仙
台
、
広
島
、
福
岡
）

が
東
京
以
上
に
人
口
が
増
え
て
い
て
、
人
口
の
東
京
一
極

集
中
は
ウ
ソ
」
と
い
う
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

事
実
、
広
島
市
と
東
広
島
市
は
人
口
が
、
今
も
増
え
続

け
て
い
る
。「
今
も
」
と
強
調
す
る
理
由
は
、
海
田
町
は

人
口
急
増
後
に
昭
和
60
年
代
か
ら
人
口
減
少
に
転
じ
た
こ

と
、
広
島
都
市
圏
の
他
都
市
は
さ
ら
に
深
刻
な
人
口
減
少

に
転
じ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

久
繁
哲
之
介

地
域
再
生
プ
ラ
ン
ナ
ー

研
修
実
録「
人
口
減
少
政
策
と
観
光
政
策
の
基
本
」
～
広
島
県
編
②

成
功
確
率
1
％
で
、い
き
な
り
大
金
＝
税
金
を
投
じ
る
政
策
は「
博
打
」

木
曜
連
載

働
き
方
と
、意
識
を
改
革
せ
よ
⑭

表1　政策を考える三つの大前提

課題）拙著「競わない地方創生～人口急減の真実」
（以下、拙著）を読み、三大前提を連携させて地域活
性化策を考えなさい（ページは拙著の該当箇所）
大前提1:PLAN 自分を含む顧客の体験・共感に基づ
く計画。これを「ペルソナ・マーケティング」と言う(99
㌻～）。目的：「他都市の真似、机上の空論」でなく、
リアリティある顧客の体験・共感から創る。
大前提2:DO 将来を見通して、小さな試行錯誤を重
ねる実践（114㌻～）。机上の計画立案で大金を要す
る事業を、いきなり実践するのは博打。目的：税金ム
ダ遣い撲滅。金を掛けない小さな事業・試作品で始
めて、顧客の反応をまず確認。顧客の反応が最悪な
ら撤退。良ければさらに改善。顧客反応が合格点に
達したら、本格的に始めてよい。
大前提3:SEE 協働者・資源・予算は試行錯誤の中で
入換（123㌻～）。これが「協働、連携」の真の姿。
目的：最初から多くの協働者・予算を集めるから、撤
退・改善が難しいし、縦割主義に陥る。最初は目的を

絞り、使う資源・集める協働者も絞る。

ま ね
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海
田
町
Y
氏
と
東
広
島
市
N
氏
の
発
表
は
、
こ
の
事
実

を
踏
ま
え
た
上
で
、
目
先
の
人
口
を
金
で
買
う
政
策
で
は

な
く
、
長
期
的
な
政
策
を
提
案
し
た
点
が
素
晴
ら
し
い
。

　

海
田
町
と
東
広
島
市
は
、
広
島
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と

し
て
造
成
開
始
後
、
人
口
が
急
増
し
た
共
通
項
が
あ
る
。

し
か
し
、
海
田
町
は
早
く
も
昭
和
60
年
代
か
ら
人
口
減
少

に
転
じ
た
が
、
東
広
島
市
は
今
も
人
口
急
増
が
続
く
。
こ

の
違
い
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
？

海
田
町
と
下
條
村
は
、子
育
て
終
了
後
に
人
口
流
出

　

海
田
町
の
人
口
減
少
は
、
拙
著
で
解
き
明
か
し
た
「
人

口
減
少
対
策
の
成
功
事
例
、
長
野
県
下
條
村
が
人
口
急

減
」
現
象
と
、
そ
っ
く
り
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
新
婚
・
子
育
て
世
代
を
住
宅
費
の
安
さ
や

子
育
て
の
し
や
す
さ
で
誘
致
で
き
た
が
、
子
ど
も
の
高
等

教
育
時
期
に
は
教
育
環
境
が
良
い
、
大
都
市
へ
流
出
す
る
。

海
田
町
と
下
條
村
は
、
市
民
か
ら
「
住
宅
資
金
を
貯
金
す

る
目
的
で
一
時
的
に
利
用
さ
れ
た
」
に
す
ぎ
な
い
。

　

海
田
町
Y
氏
の
以
下
発
表
は
、
こ
の
不
都
合
な
真
実
を

直
視
で
き
て
い
る
点
も
素
晴
ら
し
い
。

　

「
子
育
て
『
支
援
』
か
ら
、
子
育
て
を
通
じ
た
『
マ
マ

が
集
う
場
づ
く
り
』
へ
の
改
革
を
提
案
し
ま
す
。
久
繁
さ

ん
が
著
書
で
言
う
『
金
を
ば
ら
ま
く
だ
け
の
子
育
て
支
援

で
は
、
子
ど
も
が
成
長
す
る
と
転
出
さ
れ
る
』
状
況
が
、

海
田
町
は
も
う
30
年
も
続
く
。
町
役
場
は
見
て
見
ぬ
ふ
り

だ
が
私
は
、
金
を
ば
ら
ま
く
支
援
か
ら
『
マ
マ
が
集
う
場

づ
く
り
』
へ
改
革
し
、
マ
マ
友
の
繋つ
な

が
り
を
創
り
た
い
。

目
的
は
子
ど
も
が
成
長
し
た
将
来
、
住
居
選
択
の
決
定
権

を
持
つ
マ
マ
に
『
友
だ
ち
が
い
る
海
田
町
に
住
み
続
け
た

い
』
と
言
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
」

市
民
と
交
流
す
る
過
程
で
、政
策
を
具
体
化
す
る

　

拙
著
は
「
人
口
減
少
対
策
（
人
口
流
出
抑
制
策
）
の
鍵

は
、
大
切
な
友
だ
ち
・
仲
間
が
い
る
か
ら
、
こ
の
町
が
好

き
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
（
顔
が
見
え
る
関
係
）
の

強
化
に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
公
務
員
自
ら
市
民
と
交

流
し
て
政
策
を
具
体
化
し
よ
う
」
と
記
し
た
。
海
田
町
Y

氏
の
発
表
は
素
晴
ら
し
い
が
「
公
務
員
自
ら
市
民
と
交
流

し
て
政
策
を
具
体
化
」
と
い
う
実
践
力
が
欠
け
て
い
る
。

　

東
広
島
市
N
氏
の
以
下
発
表
は
、
海
田
町
Y
氏
の
長
所

を
活い

か
し
、
短
所
も
考
慮
さ
れ
て
い
て
素
晴
ら
し
い
。

　

「
東
広
島
市
は
広
島
大
の
流
入
後
、
大
学
と
企
業
の
流

入
が
今
も
続
く
学
園
都
市
。
ま
た
『
日
本
の
酒
都
』
と
い

わ
れ
る
良
質
な
酒
蔵
に
恵
ま
れ
、
観
光
客
数
も
多
い
。
だ

か
ら
、
人
の
出
入
り
が
激
し
過
ぎ
て
『
誰
が
ど
う
い
う
人

か
分
か
ら
な
い
、
ま
ち
に
関
心
を
持
て
な
い
』
と
い
う
声

を
聞
く
。
久
繁
さ
ん
が
著
書
で
言
う
よ
う
に
『
こ
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
意
識
の
希
薄
さ
が
人
口
減
少
・
都
市
衰
退
を
招

く
の
で
、
公
務
員
自
ら
市
民
と
交
流
』
す
べ
き
で
す
。
実

践
方
法
は
、
市
職
員
が
N
P
O
や
自
治
体
へ
の
参
加
を
役

所
内
で
ル
ー
ル
化
し
、
職
員
の
体
験
に
基
づ
く
提
案
で
作

っ
て
い
き
た
い
」

表2　広島都市圏の人口（単位：人）

1999年
大竹市
江田島市
海田町
東広島市
呉市
三原市
広島市（参考）

31,739
32,801
30,220
174,141
261,219
106,855
約113万

27,743
24,373
28,702
191,711
227,018
96,187
約119万

▲12.6％
▲25.7％
▲5.0％
10.1％
▲13.1％
▲10.0％
5.0％

2015年 増減率

表3　広島都市圏の年間観光客数（単位：万人）

1999年
大竹市
江田島市
海田町
東広島市
呉市
三原市
広島市（参考）

20
66
6

141
291
190
1,099

39
54
28
282
462
355
1,407

97.5％
▲17.7％
335.9％
100.0％
58.8％
86.2％
27.9％

2015年 増減率

出典：広島県Web

表4　広島都市圏の年間商品販売額（単位：億円）

1999年
大竹市
江田島市
海田町
東広島市
呉市
三原市
広島市（参考）

651
327
589
3,666
5,125
2,947
96,964

382
296
846
3,377
3,584
1,644
68,301

▲41.3％
▲9.5％
43.6％
▲7.9％
▲30.1％
▲44.2％
▲29.6％

2014年 増減率
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仕
事
は
あ
る
が
、人
口
減
少
し
続
け
る
理
由
を
直
視

　

拙
著
は
「
人
口
の
東
京
一
極
集
中
の
ウ
ソ
」
と
併
せ
て

「
仕
事
の
東
京
一
極
集
中
の
ウ
ソ
」
も
解
き
明
か
し
た
。

　

地
方
の
人
口
が
減
少
す
る
理
由
と
し
て
、
よ
く
「
地
方

は
仕
事
が
な
い
か
ら
」
と
い
う
ウ
ソ
が
蔓は

び
こ延
る
が
、
就
業

地
別
の
求
人
倍
率
で
東
京
都
は
15
位
に
す
ぎ
な
い
。

　

大
竹
市
は
「
仕
事
は
沢た

く
さ
ん山

あ
る
の
に
、
人
口
が
減
少
し

続
け
る
」
典
型
例
と
言
え
る
。
大
竹
市
の
臨
海
部
に
は
、

三
菱
レ
イ
ヨ
ン
や
三
井
化
学
な
ど
一
流
企
業
の
重
化
学
工

場
が
並
ぶ
。
一
流
企
業
の
仕
事
・
求
人
は
今
も
多
い
が
、

昭
和
50
年
代
か
ら
人
口
減
少
に
転
じ
て
い
る
。
理
由
は
職

住
分
離
に
あ
る
。
海
田
町
と
同
様
、
住
む
場
所
の
選
択
で

最
も
重
視
さ
れ
る
の
は
「
家
族
の
教
育
や
交
友
」
で
あ
る
。

　

こ
の
究
極
が
「
単
身
赴
任
と
い
う
職
住
分
離
」
だ
。
単

身
赴
任
が
当
然
視
さ
れ
る
日
本
で
「
仕
事
さ
え
あ
れ
ば
、

家
族
全
員
が
そ
こ
に
住
む
は
ず
」
と
い
う
現
在
の
役
所
政

策
は
、
市
民
感
覚
な
リ
ア
リ
テ
ィ
が
な
い
。

　

大
竹
市
S
氏
は
そ
の
現
状
を
踏
ま
え
て
「
家
族
の
教
育

や
交
友
を
重
視
し
つ
つ
、
大
竹
市
ら
し
い
個
性
的
な
政

策
」
を
以
下
の
よ
う
に
発
表
し
た
点
を
私
は
高
く
評
価
す

る
。

　

「
大
竹
市
の
資
源
は
、
一
流
企
業
の
重
化
学
工
場
が
生

み
出
す
技
術
力
。
こ
の
技
術
伝
承
を
市
内
の
学
校
教
育
で

行
う
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
工
場
務
め
の
パ
パ
が
教
師
役
を
務

め
る
こ
と
で
、
パ
パ
が
誇
り
を
持
ち
、
こ
の
教
育
を
自
分

の
子
ど
も
に
受
け
さ
せ
た
い
と
感
じ
て
、
大
竹
市
に
住
ん

で
も
ら
う
こ
と
。
こ
の
教
育
を
受
け
た
子
ど
も
が
将
来
、

大
竹
市
の
重
化
学
工
場
で
働
き
た
い
と
感
じ
て
く
れ
た
ら

最
高
で
す
」

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
客
を
観
光
客
と
誤
解
し
て
、失
敗

　

私
が
高
く
評
価
す
る
4
人
の
公
務
員
に
は
次
の
特
性
が

あ
る
（
こ
の
特
性
が
評
価
基
準
＝
三
大
前
提
）。

　

1
．�

市
民
感
覚
な
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
る

　

2
．�

リ
ア
リ
テ
ィ
を
高
め
る
目
的
か
ら
「
市
民
と
交
流

し
て
、
政
策
を
具
体
化
す
る
」
意
識
も
あ
る

　

残
り
18
人
の
公
務
員
は
、
こ
れ
と
正
反
対
で
「
市
民
感

覚
な
リ
ア
リ
テ
ィ
が
欠
如
し
た
」
つ
ま
ら
な
い
机
上
の
空

論
に
終
始
し
た
。
読
者
は
そ
の
酷ひ

ど

さ
を
広
島
都
市
圏
の
残

る
2
都
市
の
例
で
実
感
し
、
自
身
の
成
長
に
繋
げ
よ
う
。

　

呉
市
と
三
原
市
の
観
光
地
特
性
は
、
広
島
市
（
人
口
約

1
1
9
万
人
）
と
県
第
2
都
市
の
福
山
市
（
人
口
約
47
万

人
）
の
間
に
立
地
す
る
「
日
帰
り
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
地
」。

広
島
・
福
山
か
ら
、
電
車
1
本
1
時
間
以
内
で
ア
ク
セ
ス

で
き
る
か
ら
、
未
成
年
者
の
集
客
力
も
高
い
。
だ
か
ら
こ

そ
、
日
帰
り
レ
ジ
ャ
ー
地
と
し
て
最
適
な
の
だ
。

　

こ
の
都
市
特
性
は
首
都
圏
で
い
え
ば
、
神
奈
川
県
の
湘

南
海
岸
に
似
て
い
る
。
首
都
圏
か
ら
海
水
浴
・
釣
り
等
マ

リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
を
日
帰
り
で
楽
し
む
者
で
賑に

ぎ

わ
う
。
ア
ク

セ
ス
は
鉄
道
1
本
で
可
能
な
の
で
、
未
成
年
者
の
集
客
力

も
抜
群
に
高
い
。
こ
れ
ら
顧
客
は
「
観
光
客
」
で
は
な
く

「
若
者
主
体
の
日
帰
り
レ
ジ
ャ
ー
客
」
な
の
で
、
次
の
特

性
を
有
す
る
。

　

1
．�

客
数
を
急
増
さ
せ
て
も
、
売
上
高
（
商
品
販
売

額
）
は
そ
れ
ほ
ど
増
え
な
い
（
表
4
）

　

2
．�

観
光
地
で
は
な
く
、
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
地
な
の
で
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
海
外
観
光
客
）
に
は
魅
力
的
と

は
言
え
な
い

　

3
．�

回
遊
性
を
高
め
て
も
、
宿
泊
客
に
は
な
ら
な

い
。
例
え
ば
、
湘
南
海
岸
の
神
奈
川
県
平
塚
市
は

2
0
1
4
年
の
観
光
客
数
は
7
0
8
万
人
、
う
ち

宿
泊
者
は
8
万
人
、
宿
泊
比
率
は
1
・
1
％
に
す

ぎ
な
い
（
出
典
は
神
奈
川
県
W
e
b
）

　

と
こ
ろ
が
、
呉
市
と
三
原
市
は
「
観
光
客
数
の
多
さ
は
、

実
は
日
帰
り
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
客
に
す
ぎ
な
い
」
の
だ
が

観
光
客
数
が
多
い
と
誤
解
し
て
い
る
。
こ
の
間
違
っ
た
前

提
か
ら
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
と
宿
泊
型
観
光
地
へ
の
脱

却
と
い
う
「
と
ん
で
も
な
く
間
違
っ
た
政
策
」
を
導
い
て
、

政
策
化
し
て
い
る
。
し
か
も
、
呉
市
E
氏
と
三
原
市
M
氏

は
、
市
が
実
践
す
る
間
違
っ
た
政
策
を
、
研
修
で
「
自
分

で
何
も
考
え
ず
、
そ
の
ま
ま
発
表
」
し
た
。
自
分
で
何
も

考
え
な
い
公
務
員
2
人
は
、
発
表
後
に
行
う
私
の
指
導
に

も
「
自
分
で
何
も
考
え
な
い
＝
市
民
感
覚
な
リ
ア
リ
テ
ィ

が
な
い
」
悪あ

し
き
特
性
を
露
呈
し
ま
く
る
。

S
W
O
T
分
析
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
を
知
ら
ず
、失
敗

　

E
と
M
は
発
表
で
、
S
W
O
T
分
析
を
使
っ
た
が
、

S
W
O
T
分
析
の
理
解
も
2
人
そ
ろ
っ
て
間
違
っ
て
い
た
。

後
日
、
両
市
の
計
画
書
を
見
る
と
、
間
違
っ
た
S
W
O
T

分
析
か
ら
、
間
違
っ
た
政
策
が
導
か
れ
て
い
た
。

　

前
提
を
間
違
う
と
、
導
く
政
策
は
必
ず
間
違
う
。
両
市
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は
「
役
所
全
体
＝
全
員
で
、
政
策
の
前
提
と
な
る
ビ
ジ
ネ

ス
の
基
本
を
間
違
っ
て
い
る
」
と
い
う
深
刻
な
問
題
を
有

す
る
。
以
下
、
S
W
O
T
分
析
の
基
本
が
分
か
る
よ
う
に

問
答
は
要
約
・
編
集
す
る
。

　

S
W
O
T
分
析
と
は
、
自
社
・
自
都
市
の
「
強
さ
＝
S
、

弱
さ
＝
W
、
機
会
＝
O
、
脅
威
＝
T
」
の
4
点
か
ら
分
析

し
、
経
営
方
針
・
政
策
を
導
く
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
手
法
。

　

M
氏
は
三
原
市
の
観
光
客
数
が
3
5
5
万
人
と
多
い
こ

と
を
強
さ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
殆ほ

と
んど

い
な
い
こ
と
を
弱
さ

と
い
う
S
W
O
T
分
析
か
ら
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
」
を

提
案
し
た
。
間
違
い
は
10
個
以
上
あ
る
が
、
ま
ず
「
数
字

や
現
象
の
表
面
し
か
見
て
い
な
い
。
そ
れ
を
強
さ
・
弱
さ

と
簡
単
に
決
め
て
し
ま
う
」
欠
点
を
指
摘
し
た
い
。

　

強
さ
と
は
本
来
、
観
光
客
数
の
多
さ
を
「
顧
客
目
線
で

掘
り
下
げ
た
、
顧
客
ニ
ー
ズ
」
の
こ
と
。
三
原
市
の
観
光

客
は
多
く
が
、
日
帰
り
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
客
。
だ
か
ら
、

強
さ
は
大
都
市
（
広
島
と
福
山
）
か
ら
近
く
、
電
車
1
本

1
時
間
以
内
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
「
日
帰
り
マ
リ
ン
レ
ジ

ャ
ー
地
」。

　

次
に
、
S
W
O
T
分
析
の
理
解
・
使
い
方
の
間
違
い
を

指
摘
し
た
い
。
S
W
O
T
分
析
の
使
い
方
は
、
拙
著
で
解

説
し
て
い
る
よ
う
に
「
強
さ
（
S
）
を
一
番
に
な
れ
る
ま

で
強
化
す
る
こ
と
で
、
弱
さ
（
W
）
は
顧
客
に
感
じ
さ
せ

な
い
」
こ
と
が
基
本
。
こ
れ
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
」
で

も
あ
る
。

　

一
方
、
E
氏
（
呉
市
）
の
S
W
O
T
分
析
は
「
弱
さ
を

克
服
す
る
だ
け
」
で
強
さ
と
の
連
携
が
な
い
。
こ
の
間
違

い
を
「
ビ
ジ
ネ
ス
を
知
ら
な
い
受
験
勉
強
型
」
と
私
は
定

義
す
る
。

　

受
験
勉
強
は
科
目
ご
と
に
「
得
点
に
天
井
・
上
限
が
あ

る
」
か
ら
、
強
さ
を
伸
ば
す
よ
り
、
弱
さ
（
不
得
意
科

目
）
を
克
服
し
た
方
が
伸
び
率
（
総
得
点
）
が
高
く
な
る
。

　

し
か
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
は
「
得
点
（
顧
客
満
足
度
）
に
天

井
は
な
い
、
科
目
ご
と
と
い
う
配
分
も
な
い
」
か
ら
、
顧

客
満
足
度
は
強
さ
を
伸
ば
す
こ
と
で
の
み
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
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例
を
挙
げ
よ
う
。
顧
客
か
ら
商
店
街
は
「
接
客
は
良
い

（
強
み
）
が
、
価
格
は
高
い
（
弱
み
）」
と
言
わ
れ
た
と

し
よ
う
。

　

公
務
員
＝
受
験
勉
強
型
の
政
策
は
「
価
格
を
下
げ
る

（
弱
み
を
克
服
す
る
）」
た
め
に
補
助
金
を
ば
ら
ま
く
。

　

結
果
、
値
引
き
が
常
態
化
。
補
助
金
は
い
つ
ま
で
も
要

求
さ
れ
る
。
利
益
は
永
久
に
低
く
、
衰
退
が
加
速
す
る
。

　

し
か
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
か
ら
導
く
政
策
は
「
価
格

の
高
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
レ
ベ
ル
に
、
接
客
力
を
高
め

る
」
た
め
に
研
修
を
行
う
。
研
修
は
初
期
投
資
だ
か
ら
、

研
修
後
の
利
益
は
高
く
、
成
長
が
加
速
す
る
。
補
助
金
の

使
い
方
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
か
ら
学
び
た
い
。

成
功
確
率
1
％
に
、大
金
を
投
じ
る
の
は「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
」

　

発
表
後
に
行
っ
た
以
下
の
問
答
要
約
で
、
E
は
呉
市
E

氏
、
私
は
久
繁
を
示
す
。

　

私
「
呉
市
の
間
違
い
も
三
原
市
と
全
く
同
じ
。
呉
市

の
観
光
客
数
が
4
6
2
万
人
と
多
い
こ
と
を
強
み
、
宿

泊
者
は
殆
ど
い
な
い
こ
と
を
弱
み
と
い
う
、
間
違
っ
た

S
W
O
T
分
析
か
ら
『
宿
泊
型
観
光
地
へ
の
脱
却
』
を
提

案
し
た
。
S
W
O
T
分
析
の
間
違
い
は
先
述
し
た
通
り
。

E
さ
ん
に
最
も
指
摘
し
た
い
点
は
『
観
光
客
数
の
多
さ
は
、

実
は
日
帰
り
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
客
に
す
ぎ
な
い
』
と
い
う

前
提
の
間
違
い
。
湘
南
海
岸
と
い
う
前
例
と
呉
市
の
現
状

を
考
え
れ
ば
、
間
違
い
は
分
か
り
ま
す
ね
？
」

　

E
「
湘
南
海
岸
の
実
情
は
知
ら
な
か
っ
た
し
、
湘
南
と

比
較
す
る
発
想
も
な
か
っ
た
の
で
、
ご
指
導
は
参
考
に
な

り
ま
す
。
で
も
、
湘
南
の
事
例
か
ら
、
宿
泊
比
率
を
1
％

に
は
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
も
言
え
ま
す
。
1
％
の

可
能
性
が
あ
る
な
ら
、
そ
れ
に
賭
け
る
市
の
挑
戦
的
な
政

策
は
意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」

　

私
「
成
功
確
率
1
％
の
事
業
に
、
い
き
な
り
大
金
を
賭

け
る
こ
と
を
『
博ば
く
ち打

、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
』
と
言
う
。
し
か
も
、

そ
の
財
源
は
税
金
で
す
よ
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
す
る
な
ら
、
自

分
の
金
で
や
る
。
税
金
を
使
う
な
ら
、
三
大
前
提
を
厳
守

す
る
」

　

私
「（
無
言
で
私
を
睨に

ら

み
付
け
る
E
氏
を
見
て
）
ご
不

満
な
様
子
で
す
ね
。
で
は
、
呉
市
の
観
光
客
は
多
く
が

『
広
島
市
な
ど
県
内
の
日
帰
り
レ
ジ
ャ
ー
客
』
と
い
う
事

実
に
基
づ
き
質
問
し
ま
す
。
E
さ
ん
は
広
島
市
民
と
仮
定

し
て
、
片
道
30
分
で
来
ら
れ
る
呉
市
に
宿
泊
で
き
ま
す

か
？
」

　

E
「（
し
ば
し
沈
黙
後
）
私
は
宿
泊
で
き
ま
せ
ん
。
で

も
、
呉
市
役
所
と
し
て
は
、
泊
ま
っ
て
ほ
し
い
ん
で
す
」

　

私
「
自
分
は
消
費
で
き
な
い
物
を
、
顧
客
に
は
買
わ
せ

た
い
っ
て
、
三
大
前
提
に
反
す
る
、
と
い
う
か
非
常
識
」

自
分
が
消
費
で
き
な
い
物
は
、誰
も
買
わ
な
い

　

以
下
す
べ
て
私
の
発
言
だ
が
、
本
稿
の
ま
と
め
と
し
て

要
約
す
る
。

　

役
所
や
商
店
街
で
は
「
民
間
（
ビ
ジ
ネ
ス
）
の
非
常

識
」
が
常
識
と
し
て
ま
か
り
通
る
。

　

特
に
酷
い
非
常
識
が
「
自
分
は
消
費
で
き
な
い
物
を
、

顧
客
に
は
売
り
付
け
る
」
行
為
。
例
を
挙
げ
よ
う
。
衰
退

す
る
商
店
街
は
「
自
分
は
消
費
で
き
な
い
物
を
、
顧
客
に

は
買
わ
せ
よ
う
と
す
る
」
か
ら
衰
退
が
止
ま
ら
な
い
。
解

決
策
＝
政
策
は
「
自
分
の
金
・
時
間
を
投
資
し
た
く
な
る

レ
ベ
ル
に
、
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
高
め
る
」
こ
と
。

　

要
す
る
に
、
政
策
を
創
る
大
前
提
は
「
自
分
を
含
む
誰

か
顧
客
の
リ
ア
ル
な
感
動
・
共
感
に
基
づ
く
」
こ
と
が
大

切
。
視
察
を
行
う
に
し
て
も
、
こ
の
大
前
提
を
実
践
し
た

後
に
、
視
察
す
る
に
相ふ
さ
わ応
し
い
場
所
を
選
ぶ
。

　

し
か
し
、
三
原
市
の
計
画
書
を
見
る
と
、
大
分
県
豊
後

高
田
市
の
「
昭
和
の
町
」
を
視
察
し
て
い
る
。
視
察
先

（
成
功
例
）
の
選
び
方
が
、
間
違
っ
て
い
る
。

　

昭
和
の
町
と
三
原
市
で
は
、
都
市
特
性
も
来
訪
者
（
顧

客
）
特
性
も
正
反
対
に
違
う
。

　

昭
和
の
町
は
、
遠
方
か
ら
一
元
客
を
誘
致
す
る
目
的
で
、

レ
ト
ロ
風
に
再
開
発
し
た
町
。

　

三
原
市
と
呉
市
が
参
考
に
す
べ
き
成
功
例
（
視
察
先
）

は
先
述
し
た
よ
う
に
「
日
帰
り
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
客
が
集

う
、
湘
南
地
域
」
が
相
応
し
い
。

　

湘
南
地
域
で
は
、
呉
市
や
三
原
市
が
失
敗
し
た
「
顧
客

に
宿
泊
を
強
い
る
」
の
で
は
な
く
、
か
き
氷
専
門
店
や
ビ

ー
チ
サ
ン
ダ
ル
専
門
店
な
ど
、
日
帰
り
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー

客
の
顧
客
ニ
ー
ズ
に
合
う
個
人
商
店
の
起
業
が
相
次
い
で

成
功
し
て
い
る
。
こ
の
店
を
目
当
て
に
来
訪
す
る
日
帰
り

客
が
さ
ら
に
増
え
て
、
湘
南
は
地
域
全
体
が
活
性
化
し
て

い
る
。

　

地
域
活
性
化
が
成
功
す
る
鍵
は
「
宿
泊
さ
せ
た
い
・
金

を
多
く
落
と
さ
せ
た
い
」
と
い
う
提
供
者
（
役
所
）
側
の

願
望
で
は
な
く
、
顧
客
ニ
ー
ズ
か
ら
政
策
を
創
る
意
識
に

あ
る
。


